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ルリスタン青銅器と近年のオマーンでの発見について
三木健裕 1・黒沼太一 2

　ルリスタン青銅器とは、およそ紀元前

13世紀から紀元前6世紀まで、西アジア

のイラン西部、ルリスタン地方で製作さ

れたと考えられる、青銅器・青銅製品で

ある。人物や動物など精緻な図像を特徴

とする（図２）。本館考古美術部門はこ

のルリスタン青銅器をふくむ、730点以

上のイランの金属器を所蔵している。こ

れら所蔵品は1960年代前半、東京大学

イラク・イラン遺跡調査団がイラン北部

にある秘境、デーラマン地方で墓地遺跡

を発掘した際に、現地で採集・寄贈ある

いは購入により取得したものである。そ

の大部分に関しては、1980年代に保存

修復と整理が行われ、千代延惠正と松谷

敏雄によって、本館資料目録にまとめら

れた。

　ルリスタン青銅器のなかでも異彩を放

つのは、竿頭飾である（図２）。この竿

頭飾は、腹部にも顔をもつ場合のある人

物ないし神の装飾部分と、その装飾部分

を突き刺す円筒形の基部にわかれる。装

飾部分に関しては、中央の人物ないし

神が2匹の猛々しい動物を掴んだ「マス

ター・オブ・アニマルズ」という特徴的

なモチーフが頻繁に現れる（図２、３）。

このモチーフは、古代西アジア世界にお

いて広く好まれた。裏と表の二面ともに

同じモチーフを有しており、ローマ神話

の双面の神ヤーヌスのようである。三次

元モデルを作って裏と表を比べてみる

と（図３）、ほぼ同形であることがわか

る。墓地遺跡から出土したルリスタン青

銅器の研究成果からは、「マスター・オブ・

アニマルズ」のモチーフを有する青銅製

品は、紀元前8 ～ 6世紀にかけて特によ

く製作されたことがわかっている。しか

し、この竿頭飾の用途はまだよくわかっ

ていない。

　ルリスタン青銅器のほとんどはイラ

ンで発見されている。ところが、古代の

状況は違ったようだ。イランの対岸のア
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図２　本館所蔵ルリスタン青銅器．図１　イランとオマーンの地図．
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ラビア半島東端に位置するオマーンのハ

ジャル山脈は、古代より現在まで銅鉱の

産地として知られてきた。近年、内陸部

の砂漠地帯にあるウクダット・アル＝バ

クラ遺跡で、古代の製錬址と考えられる

遺構が見つかった。なんとそこから、現

地の青銅器とは異なる、ルリスタン青銅

器とよく似たものが発見された。果たし

てルリスタン青銅器を製作する工人が、

オマーンで作ったものなのだろうか？残

念ながら、実態はいまだよくわかってい

ない。現在得られている考古学的な証拠

を総合すると、ルリスタンから工人が来

たのではなく、むしろ熔かして新たな銅

製品の素材として再利用するため、遠方

のルリスタン青銅器をふくめ、当時オ

マーンにあった様々な青銅器が砂漠の遺

跡へ集められた可能性が高い。古代の湾

岸世界では、ルリスタン青銅器が広く流

通していたようである。そうだとしても

銅の産地に近いオマーンで、なぜわざわ

ざ青銅器を熔かして再利用する必要が

あったのか？謎は深まるばかりである。

　本学駒場キャンパスにある中東地域研

究センターに設置されたスルタン・カ

ブース・グローバル中東研究寄付講座は、

オマーン国政府からの寄付金によって運

営されている。2022年は、日本・オマー

ン外交関係樹立50周年にあたる。その

記念事業として、本学駒場博物館内で1

年間にわたる常設展示「オマーン展：躍

動する大地」が2022年6月より開催さ

れている。筆者らはそのなかの「古代の

都市文明と銅の交易」に関する展示を担

当し、上述のルリスタン青銅器5点のほ

か、現代民芸品の銅製注口碗を展示して

いる。ぜひ駒場まで足を運んでいただき、

この短文では語り尽くせない、謎多きル

リスタン青銅器とオマーンの銅に魅せら

れてほしい。

（
1
本館特任助教／西アジア考古学、

	 2
日本学術振興会特別研究員PD ／

西アジア考古学）

図４　オマーン展の様子．
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図３　本館所蔵ルリスタン青銅器の三次元モデル四面展開図．
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　当博物館には、東京大学アンデス調査

団による、ペルー共和国を中心とした中

央アンデス地帯の古代文化に関する調査

資料が保管されています。東京大学によ

る古代アンデスの調査は、1960年代に

本格的に開始されました。最初の発掘調

査地となったワヌコ市コトシュ遺跡（図

１）では、「交差した手の神殿」など多

数の神殿が発見され、先土器時代にすで

に神殿が造られはじめていたことを、ア

ンデスで初めて明らかにしました。また、

ワヌコ市はアンデス地域の中でも東斜面

側にあり、「アマゾンの眉毛」と呼ばれ

る森林地帯の端に位置しています。コト

シュ遺跡では、先土器時代の層位のすぐ

上に、熱帯色豊かな土器を持つ文化が見

つかり、この地域ではかなり早い時期か

らアマゾンとの交流関係があったことが

明らかになりました。

　この調査の成果は、現地で大きな反響

を呼び、現在コトシュ遺跡はワヌコ市の

観光名所の一つとなっています。「交差

した手」のモチーフは、街のいたるとこ

ろに見られ、記念硬貨も発行されました。

また、市内にはコトシュ遺跡の発掘の隊

長であった泉靖一先生の名前を冠した、

「セイイチ・イスミ通り」という通りも

つくられています。その一方で、1960

年代以降、政情不安などから日本人研究

者によるワヌコ市の調査は長らく中断し

てしまいました。

　それから半世紀経った2016年、本館

助教であった鶴見英成先生により、コト

シュ遺跡の再発掘調査が開始されまし

た。このときチーム唯一の学生として調

査に加えていただいたのが、当時修士学

生だった私でした。このプロジェクトに

は、1960年代のコトシュ遺跡の調査に

実際に参加されていた、大貫良夫先生

（東京大学名誉教授）や、藤井龍彦先生

（国立民族学博物館名誉教授）が参加さ

れ、また総合研究博物館年代測定室の大

森貴之さんも加わっていました。調査は

2018年まで続き、ワヌコ盆地の紀元前

の神殿文化の詳細な編年が確立されるな

ど、様々な成果がありました。

　2019年、私はこの調査を引き継ぎ、

新たな考古学プロジェクトを開始しまし

た。私の研究関心は、アンデスとアマゾ

ンの境界という特異な環境にあるこの地

域が、アンデス文明の独自の特徴の形成

にどのように寄与したのかということに

ありました。そのためまず、ワヌコ盆地

の内部で、2018年までの出土資料の分

析を行うとともに、これまで調査が行わ

れていなかった形成期の神殿遺跡の一つ

を発掘しました。これらの調査では、こ

の地域にアマゾンとの交流が活発化した

タイミングが明らかになり、この地域が

紀元前二千年紀の後半には、アンデス・

アマゾン両地域の交流の要衝として機能

していたことが実証されました。

　現在私は、ワヌコ市のさらに東、アン

デスからアマゾンへと移り変わるその入

口のところまで調査地域を広げて研究を

行なっています。2022年夏には、3年ぶ

りに現地で発掘調査を行うことが出来ま

した。この地域は、常時発生する濃い霧

によって育まれた森林に覆われ、山地側

に比べて遺跡の発見が難しい地域です。

そのため、半世紀以上新たな遺跡が報告

されていませんでしたが、今回の調査で

は、紀元前一千年紀、アンデス文明形成

期の後期にさかのぼる複数の神殿遺跡の

存在が確認されました。

　その中の中心的な神殿であるチャウピ

ヤク遺跡の発掘調査（図2、３）では、

アンデスの「山の文化」とアマゾンの「森

　

東京大学総合研究博物館アンデス調査のいま昔
金崎由布子
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図１　コトシュ遺跡．
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の文化」が合わさったような、独特の文

化の姿が明らかになりました。川の合流

地点を見下ろす山の尾根につくられたこ

の遺跡は、ワヌコ市の同時期の遺跡や、

山地の有名な遺跡であるチャビン・デ・

ワンタル遺跡など、アンデス山中に見ら

れる遺跡とよく似た建築様式を有してい

ます。一方でそこに見られる土器（図４）

には、アマゾン低地の影響がはっきりと

見られる、独特のスタイルが含まれてい

ました。この発見は、ワヌコ盆地の調査

からつづく、アンデスとアマゾンの境界

地域の動態という研究テーマの発展に大

きく貢献するものです。

　1960年、コトシュ遺跡の発掘調査か

ら始まった東京大学の古代アンデス研究

は、60年経った今でも途絶えることな

く引き継がれています。総合研究博物館

に所蔵されている資料は、それぞれの調

査当時のなまの記録として、とても重要

なものです。今後、この地域でのフィー

ルド調査を進めていくのと同時に、これ

らの資料の整理や見直しを行い、その遺

産を活用していきたいと思います。

（本館助教／アンデス考古学）
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図２　チャウピヤク遺跡建築．

図４　チャウピヤク遺跡出土土器．

図３　チャウピヤク遺跡の発掘風景．
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案内
本館展示
特 別 展 示『 空 間 博 物 学 の 新 展 開 ／

UMUT SPATIUM』

会期：2021年11月11日（木）～ 2023

年２月３日（金）

開館日：水・木・金曜日（休日と重なる

場合は振替はせず休館）

開館時間：10：00 ～ 17：00（入場は

16：30まで）

会場：本郷本館展示場

主催：東京大学総合研究博物館

協力：IARU-国際研究型大学連合、株式

会社クリモト

IMT展示
インターメディアテク開館十周年記念特

別展示『極楽鳥』

会期：2023年１月20日から2023年５

月７日

会場：インターメディアテク３階

主催：東京大学総合研究博物館＋レコー

ル ジュエリーと宝飾芸術の学校

特別展示 『被覆のアナロジー ――組む

衣服／編む建築』

期：2022年11月５日から2023年４月

２日

会場：インターメディアテク２階「GREY 

CUBE（フォーラム）」

主催：東京大学総合研究博物館

共催：株式会社Ri Design｜隈研吾建築

都市設計事務所

ニュース
IMT展示
　インターメディアテクでは、以下の展

示を公開いたしました。

・2022年７月26日～ 2022年10月10日 

『PHOTO LOGIC――田中良知×IMT』

・2022年７月26日～ 2022年10月23日

特別展示『アヴェス・ヤポニカエ〈8〉 

― 帝室工芸の世界』

・2022年９月13日～ 2022年12月11日

特別公開『独逸医家の風貌』

IMTイベント
　インターメディアテクでは、以下のイ

ベントを開催いたしました。

・2022年10月16日【申込制ライブ配信】

#MuseumFromHome_06｜ 実 験 ア カ

デミック・アドベンチャー 2022秋

小石川分館イベント
　 小 石 川 分 館 で は、 館 外 イ ベ ン ト

「AnnEX Lab.ソトラボ」として、以下

を開催しました。

・第５回 『アンデスの東、霧の森の神殿』

日 時：2022年10月21日（ 金 ）、 講 師：

金崎由布子（本館助教／アンデス考古学）

・第６回『骨を語る』

日 時：2022年11月16日（ 水 ）、 講 師：

遠藤秀紀（本館教授／比較形態学、遺体

科学）

出版
・『東京大学総合研究博物館所蔵 中谷治

宇二郎考古学資料目録』東京大学総合研

究博物館標本資料報告第130号

著者：西秋良宏・安孫子昭二・小川やよ

い・仲田大人

発行：東京大学総合研究博物館（2022

年11月30日）

本館来館者
　事前に申し込みのあった主な本館来館

者は以下のとおりです（2022年10月7

日～ 12月23日、敬称略）。

　春日部共栄中学高等学校、福井県立高

志高等学校、福島成蹊中学校、伊勢崎市

立四ツ葉学園中等教育学校、東京大学教

育学部附属中等教育学校、東京都立白鷗

高等学校附属中学校、大宮開成中学校、

松本秀峰中等教育学校、鯖江市鯖江高等

学校、熊本市立必由館高等学校、福岡県

立嘉穂高等学校附属中学校、富山県立入

善高等学校、墨田区立本所中学校

ボランティアのご協力
　本館では、2022年10月１日から2022

年12月23日の間、下記14名の方々にボ

ランティアとしてご協力いただきました。

　飯干ユミ、金子清敏、金子清子、佐藤

れい子、竹下勝人、成岡須美子、兵頭　

勝、舩窪英子、古川真由美、保木本利明、

細野　剛、柳清　勉、山田節子、渡邊淳

子（敬称略）

　インターメディアテクでは、2022年

10月１日から2022年12月31日の間、

下記16名の方々にIMTボランティアと

してご協力いただきました。

　伊藤　光、尹　杰、栢場美帆、北里萌音、

越田勇気、古藤　南、坂本柚香、永田柊

弥、袴田光平、山極瑞夕、李　牧（敬称略）

博物館教職員
　2022年11月１日付けでQI YUANZHI

学術専門職員、DONG LIANG技術補佐

員が、12月１日付けで金盛郁子事務補

佐員が着任しました。同年12月31日付

けで渡辺早代技術補佐員が退職しました。
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